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2022年度役員紹介2022年度役員紹介

　三重県生活協同組合連合会 第46回通常総会を2022年6月22日（水）にアスト津アストホールで開催し
ました。この２年間はコロナ禍の影響をうけ書面議決を中心とした総会となっていましたが、当日は代議員
総数32名に対し27名の代議員が実出席されました（書面議決5名）。
　ご来賓の三重県環境生活部くらし・交通安全課 課長 田名瀬 孝代氏、三重県原爆被災者の会 会長 山口 詔
利氏、日本生活協同組合連合会関西地連 元山 鉄朗氏からご祝辞をいただいた後、上野会長理事が挨拶をさせ
ていただきました。
　鈴木専務理事が、第１号議案から第４号議案ま
でを一括で提案し、大川監事が第１号議案に関わ
り監査報告をおこないました。
　代議員による審議の後、全ての議案が満場一致
で可決されました。議案審議では５名の代議員か
ら新型コロナウイルス感染症の拡大による事業
と暮らしへの影響、学生の暮らしを支援するフー
ドパントリーや、エシカル消費、SDGs全般に関
わる活動等が報告されました。また、生協どうし
が交流できる機会を期待する旨の意見が出され、
鈴木専務理事より理事会としての受け止めが回
答されました。

第１号議案　 2021年度活動のまとめと決算報告 
　　　　　　ならびに剰余金処分案の件

第２号議案　2022年度活動方針と予算案決定の件

第３号議案　役員報酬決定の件

第４号議案　役員(理事９名、監事２名) 選任の件

会長理事（代表理事） 茂木  穰 （員外） 新任

副会長理事 堀尾 茂貴 （みえ医療福祉生活協同組合 専務理事） 重任

専務理事（代表理事） 鈴木 稔彦 （生活協同組合コープみえ 理事長） 重任

理事 古市 早苗 （三重県学校生活協同組合 専務理事） 重任

理事 竹内 信也 （三重大学生活協同組合 常務理事） 新任

理事 小川 喜市郎 （みえ医療福祉生活協同組合 理事） 重任

理事 安村 富子 （生活協同組合コープみえ 副理事長） 新任

理事 鈴木 克彦 （生活協同組合コープみえ 専務理事） 重任

理事 渡邉 浩伸 （三重県労働者共済生活協同組合 専務理事） 重任

監事 大川  博 （みえ医療福祉生活協同組合 監事） 重任

監事 森下  智 （生活協同組合コープみえ 常勤監事） 重任



　私は、2022年６月の三重県生活協同組合連合会総会におきまして、代表理事・会長理事
職を任期満了をもちまして退任致しました。顧みれば生協とのかかわりは40年を越えまし
た。いま様々なことが思い出されます。いつの日か書き留めてみたいと思っております。
　昨今の世界や日本を取り巻く環境は決して良いものではありません。あげればキリがな
いほどたくさんの課題や問題が一気に噴き出しています。私は、昨年、生協もその一翼を担っている協同組合の
存在意義について提案しました。その一文を再録します。「協同組合は、資本主義社会と並行して成長してきた
組織であり、いつの時代でも、事業を通じて人々の共通目的を達成することを目標とし、弱者の味方になってき
た」。「人間は助け合って生きていく生き物だと認識できた」。生協の本質もここにあります。これからも私は、
このような理念と向き合っていきたいと思います。長い間お世話になりました。ありがとうございました。

2022度専門委員会、プロジェクトチームの紹介

　生活協同組合は、消費者一人ひとりがお金を出し合って、事業を通じてくらしを守り合う
組織です。県内では消費者組織として最大となり役割発揮をすすめています。組合員数は
増え、事業規模も着実に増加するとともに、SDGsの推進は多岐に渡り、行政や地域社会の諸
団体との協力や議会への要請などがすすんできています。三重大学で実施されている「協同
組合論」の講義の運営などに協力しています。
　世界中で猛威を振るった新型コロナウイルスは、ワクチン接種のとりくみなどで、穏やかな感染状況となってき
ました。各生協では、コロナ対策として、さまざまなとりくみがすすめられてきました。今後は、影響を大きく受け
た高齢者施設や地域医療への支援など、新たな感染拡大へ備えることが求められています。
　くらしと平和をめぐる環境が大きく変化しています。ロシアのウクライナへの武力侵攻は、世界中に大きな
影響を与えています。平和秩序や人道的な危機を引き起こし、世界的なエネルギー危機、食糧危機、金融危機を
引き起こしています。プーチン政権は、核兵器先制使用の威嚇をおこなっております。三重県生協連では、ロシ
アの蛮行に抗議し、軍事進攻の即時停止と平和的解決を求める抗議文を出しております。また、核兵器廃絶のと
りくみとして「核兵器禁止条約」へ日本政府が批准するよう、三重県原爆被災者の会と原水爆禁止三重県協議会
と連携してすすめています。
　日本では、さらに金融緩和による記録的な円安による輸入価格の上昇が加わり、物価上昇が続き、わたしたちの
くらしを直撃しております。食料自給率を上げていくこと、再生可能エネルギーを増加させていくことなどが求
められています。
　「平和とよりよき生活のために」が生協のスローガンです。助け合って、協力し合ってくらしを守る生協の役
割さらに発揮できるよう努力していきます。この助け合いの輪を、組合員間、各生協間、行政や地域諸団体と協
力し合い、さらに広げていくよう取り組んでいきます。

退任のご挨拶 退任のご挨拶 （上野前会長理事）（上野前会長理事）

就任のご挨拶 就任のご挨拶 （茂木会長理事）（茂木会長理事）

地域の平和活動団
体とのつながりを
深め、核兵器廃絶
と戦争のない平和
な社会づくりにむ
け取り組んでいき
ます。

平和活動委員会

三重大学人文学部
特殊講義「協同組
合論」の運営を担
い、あわせて関係
する諸団体との連
携を推進します。

協同をすすめる委員会

三重県での甚大な
被害発生を想定し、
会員生協と三重県
生協連で事業・地
域活動の面から必
要な備えの検討を
すすめます。

大規模災害に備える
プロジェクトチーム

会員生協の食と健
康に関わる取り組
みがすすむことを
めざすとともに、
学びの機会をつ
くっていきます。

食と健康の委員会

生協のミッションとの
関係で会員生協の課
題を連帯で解決して
いく関係づくりと、連
帯による新たな力を
生み出していけるよ
う検討をすすめます。

連帯と生協連のあり方
検討チーム

会員生協と連帯し情
勢に応じて地域のみ
なさんと社会的な課
題やくらしの課題に
ついて考えあう機会
となるよう検討をす
すめます。

2022年生協大会実行委員会



活動報告活動報告

活動報告活動報告

第46回通常総会記念講演会「核兵器がもたらすもの第46回通常総会記念講演会「核兵器がもたらすもの
～第五福竜丸の記録～」を開催～第五福竜丸の記録～」を開催

消費者市民ネットワークみえ消費者市民ネットワークみえ
第5回通常総会を開催第5回通常総会を開催

　第46回通常総会の終了後、第46回通常総会記念講演「核兵器がもたらすもの～第五福竜丸の記録
～」を開催しました。核兵器が長期にわたって引き起こす被害を学びあい、核兵器の廃絶に向けて会員
生協が連帯して取り組ん
でいく機会となるよう都
立第五福竜丸展示館の安
田和也氏から「核兵器がも
たらすもの」と題し講演を
いただいた後、第五福竜丸
の被ばくを描くアニメー
ション映画「西から昇った
太陽」を上映しました。

　2022年５月14日（土）、三重県教育文化会館の大会議室にて、消費者市民ネットワークみえ第５回
通常総会が会員総数68名に対し31名の実出席と、委任22名の参加で開催されました。
　開会で吉本敏子代表がコロナ禍でのワクチンの開発や接種がすすめられている一方、安全で安心な
暮らしを守ることと経済活動を継続していくことのせめ
ぎ合いの中で難しい対応が求められていること、コロナ
禍に便乗した消費者被害や、戦争に伴う物価の上昇、若年
層の消費者被害が懸念されること、コミュニケーション
の変化等によって生活困窮者の増加が見えにくくなって
いることから力を合わせてできることを考えあっていき
たいとのご挨拶がありました。
　また、三重県環境生活部消費生活監の高橋昌子氏より
消費者市民社会の形成に向けた取り組みや、消費生活行
政の推進に関わる参画へのお礼が述べられ、消費者や事
業者との連携を図りながら正しい知識を得ていただける
取り組みを充実させ、賢い選択ができるようすすめてい
きたいとご挨拶がありました。
　斎藤副代表が第1号議案「2021年度のまとめと会計
報告」と、第2号議案「2022年度活動方針と予算案」、第3
号議案「役員選任の件」を提案し、質疑応答の後、採決が行
われ全議案が満場一致で可決されました。その後、４名
の会員がコロナ禍における活動を紹介されました。

吉本代表

議案採決

安田和也氏



お知らせ

お知らせ

お知らせ

　グラスいっぱいに注いだ水で喉を潤す。清潔な水で洗濯機
を回す。蛇口をひねると安全な水がでてくる。これまで当た
り前だった日常が変わるかもしれない事態が迫っているとし
たらどうしますか。1980年代以降、欧州の水道事業は民営化
路線を歩んできました。しかし、水道を公営化に戻そうとい
う大きな流れが起こっています。そのワケを学び、命やくら
しに直結する公共の水について考えましょう！

　年金や介護保険制度のこと、これからの人生設計のこと、
老後を「しあわせ」に暮らしていける生活術を学びましょう！

　食品ロスとは本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことで
す。日本では、食べられるのに捨てられる食品の量は年間570万tに
上ります（令和元年度推計値）。1人当たり1年間で約45kgになります。
毎日お茶碗一杯分のご飯を捨てているのとほぼ同じ量になります。
　家で食品ロスが出ないようにするだけでなくて、食べ物を買うお店、
食べるお店でも食品ロスを減らすことを意識することが大切です。
　一人ひとりの行動が大事です。あなたの食ロスを川柳にしてご提供
ください。川柳に込めた想いもお聴かせください。

水道の民営化問題学習会  「なぜ日本は水道を民営化しよ水道の民営化問題学習会  「なぜ日本は水道を民営化しよ
うとするの？欧州での再公営化から学ぶ」を開催しますうとするの？欧州での再公営化から学ぶ」を開催します

これからの年金と介護保険の学習会  人生100年時代！これからの年金と介護保険の学習会  人生100年時代！
「しあわせ老後」へのナビゲート！を開催します「しあわせ老後」へのナビゲート！を開催します

食ロス川柳の募集食ロス川柳の募集

日　　時　2022年8月19日（金）13：30～15：30

場　　所　アスト津研修室Ａと、リモート（Zoom）
＊リモートのみで開催する場合があります。

募集人員　会場30人程度、リモート100人程度

【お申込フォーム】
https://form.os7.biz/f/344e4c2d/

【お電話での申込】
生活協同組合コープみえ　059-271-8503

募集期間
2022年8月31日（水）までインターネットで受付ています。
ＦＡＸとハガキでもご応募いただけます。
https://form.os7.biz/f/c2b4327e/　　選考の上、10作品を表彰いたします。

日　　時　2022年9月３日（土）14：00～16：00

場　　所　リモート（Zoom）　募集人員　100人まで

【お申込フォーム】https://form.os7.biz/f/60fa0bc9/

講師　岸本 聡子氏
＜講師プロフィール＞
1974年、東京生まれ。シンク
タンク研究員。
アムステルダムを本拠地とす
る。政策シンクタンクNGO「ト
ランスナショナル研究所」に2003年から所属。
新自由主義や市場原理主義に対抗する公共政策、
水道政策のリサーチ及び世界中の市民運動と自治
体をつなぐコーディネートを行う。著書に『水道、
再び公営化！欧州・水の闘いから日本が学ぶこ
と』、共著に『安易な民営化のつけはどこに』など。

講師　安田 まゆみ氏（マネーセラピスト）
＜講師プロフィール＞
「元気が出るお金の相談所」所長。
マネーセラピスト、ファイナン
シャル・プランナー。CFP®
相談は「お金の貯め方」から老後の
財産管理、十数億円の相続問題ま
で幅ひろい。相談者の話をじっくり聴き、相手の心に
寄り添う独自の「マネーセラピー」は〝相談すると元気
がでる″と多くのファンの心を捉え、これまでの相談
件数は7,000回を超えている。著書、テレビ出演、雑
誌インタビューや寄稿も多数。


